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研
修
報
告
・
審
議
結
果

視
察
研
修
報
告

ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
講
師
は

吉
村
潔
氏
（
エ
デ
ィ
タ
ー
、
㈱

メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ン
）
で
あ
っ

た
。

　

当
町
の
議
会
報
96
号
（
6
月

議
会
）
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
、

ペ
ー
ジ
ご
と
に
細
か
く
、
良
い

点
や
改
善
点
の
指
導
を
受
け
た
。

　

文
字
数
に
制
約
が
あ
る
な
か

で
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
読

ん
で
も
ら
え
る
魅
力
あ
る
紙
面

づ
く
り
を
す
る
か
、
知
恵
を
出

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

�

委
員
長　

市
村
千
恵
子

ッ
ペ
ル
の
「
3
秒
ル
ー
ル
」
に

よ
る
と
1
秒
間
に
読
む
こ
と
が

で
き
る
字
数
は
10
文
字
か
ら
13

文
字
で
30
文
字
以
内
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ
ン
の
基

礎
知
識
」
で
は
、
書
体
で
見
た

目
の
大
き
さ
が
変
わ
る
こ
と
や

見
出
し
で
内
容
を
知
ら
せ
る
こ

と
な
ど
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
書
体
（
フ
ォ
ン
ト
）
の

使
い
過
ぎ
に
気
を
つ
け
る
こ
と

や
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
、
4
段
で

1
段
の
余
白
を
と
る
こ
と
な
ど

「
読
ま
せ
る
、
魅
せ
る
広
報
媒

体
づ
く
り
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

わ
っ
た
。

　
「
写
真
の
見
方
、考
え
方
」
で

は
、
写
真
の
価
値
基
準
の
変
化
、

し
っ
か
り
撮
る
と
い
う
意
思
が

必
要
な
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

　

自
分
の
考
え
で
見
て
伝
え
る

写
真
、
ま
た
他
の
写
真
と
の
差

別
化
で
は
写
真
に
写
ら
な
い
季

節
感
を
な
ど
想
像
し
て
撮
る
こ

と
で
、
想
像
し
て
見
て
も
ら
う

写
真
に
な
る
。

　

2
日
目
は
、
議
会
報
の
ク
リ

　

初
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
3
名
の
講

師
か
ら
研
修
を
受
け
た
。『
伝

え
る
広
報
』
か
ら
『
伝
わ
る
広

報
』
へ
を
広
報
文
章
改
善
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
小
田
順
子
氏
、

「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎

知
識
」
は
武
蔵
野
美
術
大
学
教

授
長
澤
忠
徳
氏
、「
写
真
の
見

方
・
考
え
方
」
で
写
真
家
の
神

島
美
明
氏
。

　
『
伝
え
る
広
報
』
か
ら
『
伝

わ
る
広
報
』
へ
は
、
見
や
す
い

文
書
の
作
り
方
と
し
て
見
や
す

い
文
書
は
得
を
す
る
。

　

ま
た
見
や
す
く
す
る
3
つ
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
図
表
や
イ

ラ
ス
ト
を
入
れ
る
、
Ａ
４
に
一

枚
の
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ

る
②
漢
字
を
少
な
く
す
る
③
改

行
、
空
白
行
を
入
れ
る
。

　

さ
ら
に
読
み
や
す
い
文
の
書

き
方
と
し
て
一
文
は
30
文
字
以

内
で
書
く
。
長
く
て
も
65
文
字

以
内
で
書
く
。

　

な
ぜ
30
文
字
な
の
か
と
い
う

と
人
間
が
情
報
を
保
持
で
き
る

時
間
は
3
秒
、
ド
イ
ツ
の
神
経

生
理
学
者
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ペ

ら
町
職
員
で
出
向
し
て
い
た
一

人
の
職
員
が
、
現
在
で
も
取
締

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

観
光
の
カ
リ
ス
マ
と
称
さ
れ
長

き
に
わ
た
り
先
頭
に
立
ち
、
道

の
駅
「
と
み
う
ら
」
を
成
功
に

導
い
た
一
人
で
あ
る
が
、
単
に

一
職
員
と
し
て
関
わ
っ
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
や
る
気
は
も
ち

ろ
ん
、
考
え
方
も
卓
越
し
た
も

の
が
あ
っ
た
か
ら
成
功
に
導
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

当
町
の
職
員
に
お
い
て
も
な

お
一
層
の
努
力
を
望
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。

町
民
建
設
経
済
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

小
井
土
哲
雄

旧
富
浦
町
・
枇
杷
倶
楽
部
課
と

し
て
町
職
員
が
2
〜
5
名
で
公

共
部
門
を
担
当
し
、
㈱
と
み
う

ら
（
町
100
％
出
資
の
第
三
セ
ク

タ
ー
）
が
9
名
で
営
業
部
門

（
販
売
・
卸
・
ツ
ア
ー
誘
致
・

加
工
）
を
共
同
運
営
し
た
。

　

基
本
で
あ
る
地
域
の
資
源

（
び
わ
）
を
活
用
し
500
万
円
の

仕
入
れ
に
対
し
、
関
連
商
品
で

1
億
円
を
超
え
る
売
り
上
げ
が

あ
っ
た
。

　

年
商
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

の
効
果
で
、
平
成
10
年
9
月
期

9
億
5
千
900
万
あ
っ
た
が
、
交

通
の
便
が
良
く
な
り
宿
泊
客
が

日
帰
り
と
な
り
減
少
し
た
た
め

平
成
25
年
9
月
期
で
は
6
億
6

千
900
万
円
と
な
っ
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
メ
ル
シ
ャ

ン
跡
地
に
新
庁
舎
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
残
り
の
土
地
の
有

効
活
用
も
検
討
さ
れ
、
一
つ
の

案
と
し
て
道
の
駅
的
な
施
設
の

必
要
性
が
問
わ
れ
る
中
、
地
域

産
業
と
融
合
さ
れ
た
施
設
の
運

営
が
で
き
な
い
も
の
か
、
感
慨

深
い
研
修
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
立
ち
上
げ
当
時
か

①　

都
市
景
観
大
賞
「
美
し
い

ま
ち
な
み
大
賞
」
受
賞
2�

0�

0�

0
年

　
　

埼
玉
県
川
越
市　

川
越
歴

史
的
町
並
み
地
区

②　

地
域
の
特
産
品
を
活
か
し

た
産
業
振
興　

道
の
駅

「
と
み
う
ら
」

　
　

千
葉
県
南
房
総
市

千
葉
県
初
の
「
道
の
駅
と
み
う

ら
・
枇
杷
倶
楽
部
」

　

こ
の
施
設
は
、
富
浦
特
産
で

大
粒
の
「
枇
杷
（
び
わ
）」
に

ち
な
み
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い

の
あ
る
「
倶
楽
部
」
と
な
る
願

い
を
こ
め
て
、
旧
富
浦
町
（
現

南
房
総
市
）
が
平
成
5
年
11
月

27
日
に
開
設
し
た
。
開
設
以
来
、

「
産
業
と
文
化
の
振
興
拠
点
、

情
報
発
信
基
地
」
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
特
産
の
房
州
び
わ

を
活
用
し
た
加
工
事
業
と
商
品

開
発
、
体
験
型
観
光
農
業
と
南

房
総
の
広
域
産
業
資
源
を
活
用

し
た
、
新
た
な
集
客
交
流
事
業

の
創
出
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　

平
成
5
年
の
立
ち
上
げ
時
は
、

取
り
入
れ
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
低
減
を
計
っ
て
い
る
。

　

翌
日
は
、
文
京
区
に
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
㈱
を
視

察
し
た
。
事
務
所
の
Ｉ
Ｔ
関
連

商
品
及
び
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
事

務
所
の
あ
り
方
を
先
見
し
た
。

　

ま
た
、
銀
座
に
新
し
く
出
来

た
県
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
銀
座
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
も
視
察
し
た
。

総
務
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

池
田
健
一
郎

　

職
員
の
動
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
重
点
に
置
き
、
カ
ウ
ン

タ
ー
内
の
職
員
執
務
ス
ペ
ー
ス

を
一
人
あ
た
り
約
8
㎡
と
、
従

来
の
1.5
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
い
る
。
デ
ス
ク
の
配
置
等

も
見
直
し
て
、
来
庁
者
と
一
体

感
が
持
て
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
た
。

　

ま
た
、
両
市
と
も
に
既
存
庁

舎
を
整
理
し
な
が
ら
、
日
常
の

業
務
、
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
す
る

こ
と
な
く
、
新
庁
舎
に
業
務
を

移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自

慢
さ
れ
て
い
た
。

　

北
本
市
は
、
三
階
建
で
低
層

の
庁
舎
で
周
辺
環
境
に
配
慮
し

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
建
築

費
約
34
億
円
、
人
口
6
万
8
千

人
。
一
方
、
青
梅
市
は
7
階
建

で
併
設
4
階
建
て
の
議
会
棟
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
建
築
費
約

89
億
、
人
口
13
万
7
千
人
で
、

財
政
規
模
の
違
い
は
あ
る
が
、

特
記
す
る
と
こ
ろ
は
、
維
持
管

理
費
を
旧
庁
舎
に
比
較
し
て

46
％
低
減
す
る
目
標
で
、
太
陽

光
・
地
熱
・
雨
水
・
風
な
ど
あ

ら
ゆ
る
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　

築
後
40
数
年
経
過
し
庁
舎
新

築
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
埼
玉

県
北
本
市
、
東
京
都
青
梅
市
の

二
施
設
の
視
察
を
し
た
。
両
市

と
も
に
、
都
市
部
に
近
い
こ
と

か
ら
、
人
口
の
増
加
が
著
し
い
。

　

北
本
市
は
プ
レ
ハ
ブ
の
第
4

庁
舎
の
建
設
や
、
そ
の
他
の
付

帯
施
設
を
建
て
て
、
現
状
の
急

場
を
凌
い
で
い
る
あ
り
さ
ま
で
、

効
率
的
な
事
務
執
行
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

　

耐
震
性
の
問
題
、
庁
舎
が
分

散
し
て
い
る
た
め
に
サ
ー
ビ
ス

へ
の
支
障
、
建
物
の
老
朽
化
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
な
ど
の
解

決
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
両
市
と
も

に
住
民
に
利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
挙
げ
て
い
る
。

　

玄
関
か
ら
入
る
と
一
階
の
フ

ロ
ア
ー
は
、
利
用
者
の
多
い
市

民
課
、
福
祉
関
係
、
税
務
関
係

な
ど
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
一
階
の
5

分
の
2
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が

市
民
ロ
ビ
ー
と
し
て
、
来
庁
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

所
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る
。

「
伝
え
る
広
報
」
か
ら
「
伝
わ
る
広
報
」
へ

第
81
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
　
　
平
成
26
年
10
月
21
日
〜
22
日

住
民
に
利
便
性
の
高
い
庁
舎
を
視
察

埼
玉
県
北
本
市

東
京
都
青
梅
市

平
成
26
年
11
月
26
日
〜
27
日

農
業
6
次
産
業
化
の
先
進
地
を
視
察

埼
玉
県
川
越
市
　

千
葉
県
南
房
総
市

平
成
26
年
11
月
13
日
〜
14
日

請願・陳情審議結果

請願・陳情 請願・陳情者 紹介議員 審議結果

2015年核不拡散条
約（ＮＰＴ）再検討
会議において、日
本政府が核兵器全
面禁止のための決
断と行動をするこ
とを求める意見書
の提出に関する請
願

原水爆禁止佐久地区協議会
　代表　望月清泰
軽井沢・御代田平和行進実行委員会
　代表　土屋　チヨ

奥田　敏治 採択
（意見書提出）

国土交通省告示第
15号の履行に関す
る陳情

一般社団法人長野県建築士事務所協会
　会長　池田　修平
一般社団法人長野県建築士事務所協会
佐久支部　　支部長　佐藤　安幸

趣旨採択

最低制限価格の設
定に関する陳情

一般社団法人長野県建築士事務所協会
　会長　池田　修平
一般社団法人長野県建築士事務所協会
佐久支部　　支部長　佐藤　安幸

趣旨採択

安全・安心の医療・
介護の実現と夜勤
改善・大幅増員を
求める陳情

長野県医療労働組合連合会
　執行委員長　小林　吟子 趣旨採択

介護従事者の処遇
改善求める陳情

長野県医療労働組合連合会
　執行委員長　小林　吟子 不採択

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

土　

屋　

和　

雄　

氏　

を
同
意

草
越
在
住
67
歳

2
期
目
で
任
期
は
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
の
3
年
間

人
事
案
件

北本市役所

道の駅とみうら・枇杷倶楽部


